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タイトル 

人工膝関節全置換術後の大腿四頭筋弱化に影響された立ち上がりと歩行中の代替的な荷重 

Altered loading during walking and sit-to-stand is affected by quadriceps weakness after total knee 

arthroplasty. 

PubMed Mizner RL J Orthop Res. 2005 Sep;23(5):1083-90. Epub 2005 Mar 28. 

  

  

なぜこの論文を読もうと思ったのか？ 

ＴＫＡ術後患者の立ち上がりに関する論文を見つけ、読みたいと思ったため。 

  

  

内 容 

背景・目的 

・人工膝関節全置換術（TKA）術後 1 年後の患者と手術非実施群を比較した研究によると、実施群は膝関節痛

を軽減していたが、歩行スピードの低下が 20％、階段昇降スピード低下が 50％生じていたと報告されている。 

  

  

・立ち上がりでは TKA 非施行側の股関節、膝関節のモーメントが増加すると言われている。また、椅子から椅

子への移乗動作ではＴＫＡ施行側の膝関節は関節運動が少なく、角速度も遅く、膝最大関節モーメントも健常

者に比べて小さいと報告されている。 

  

  

・上記の立ち上がり動作における原因のひとつとして、大腿四頭筋弱化が挙げられている。 

  

・本論文は大腿四頭筋弱化と立ち上がり、歩行の関連を検証する。 

  

  

方法 

・14 名のＴＫＡ施行患者（術側膝屈曲 100°以上、計測は術後 3 か月後に行った）。 

  

・等尺性大腿四頭筋筋力、立ち上がりと歩行時の運動力学的、運動学的データ、筋電図を測定した。 

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/16140191


  

・歩行データとして Timed up and go test (TUG)、6 分間歩行試験（6MW）、階段昇降（SCT）を計測した。 

  

  

結果 

・術側の大腿四頭筋筋力はＴＵＧ、ＳＣＴと相関していたが、非術側の相関の方が強かった。 

  

・立ち上がりでは、非術側に荷重が優位だった。 

  

 
図：実験結果（歩行） Mizner RL (2005)より引用 

  

・大腿四頭筋の活動と膝・股伸展モーメントは非術側に比して術側が小さかった。 

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/16140191


 

図：実験結果（立ち上がり） Mizner RL (2005)より引用 

  

  

・非術側の股関節、膝関節モーメントが術側より大きかった。 

  

  

私見・明日への臨床アイデア 

・術側下肢のモーメントが少なく、筋活動が少ないことが予想される。荷重も非術側に大きくなっているとい

う臨床で感じることと同内容の結果だった。 

  

・術後 3 か月では非対称性が強い。退院後、在宅で継続的なフォローによってこの非対称性をなくすアプロー

チを行い、非術側の過負荷軽減、動作効率改善を図る必要があるのではないか。 
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